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村
と
連
携
し
、
関
係
機
関

へ
強
力

な
運
動
を
展
開
し
て
い
く
。

多
様
化
、
複
雑
化
す
る
市

民
生
活
に
即
応
し
た
地
域

情
報
化

へ
の
対
応
は
、
住
民
福
祉

の
向
上
、
地
域
の
活
性
化
を
図
る

上
で
き
わ
め
て
重
要
で
あ
る
。

高
密
度
情
報
型
の
補
助
事
業
を

受
け
、
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
の
整
備
を
推
進

し
よ
う
と
し
て
い
る
が
、
財
源
や

運
営
管
理
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
事
業
に
つ
い
て

は
、
平
成
三
年
度
か
ら
情

報
通
信
施
設
整
備
の
検
討
を
開
始

し
、
本
年
度
に
は
住
民
ア
ン
ケ
ー

ト
を
実
施
し
、
基
本
計
画
の
作
成
、

集
落
説
明
会
の
開
催
、
同
意
書
の

取
り
ま
と
め
を
行

っ
て
い
る
。

ま
た
、
農
林
水
産
省
の
補
助
事

業
を
受
け
る
べ
く
手
続
き
を
進
め

て
い
た
が
、
公
共
事
業
の
前
倒
し

の
指
導
も
あ
り
、
本
年
度
か
ら
局

舎
建
設
に
取
り
か
か
り
た
い
。

財
源
は
、
国
、
県
か
ら
約
十
七

億
円
、
市
か
ら
約
五
億
円
、
残
り

の
分
に
つ
い
て
は
、
加
入
金
、
借

入
金
を
充
当
す
る
予
定
。

運
営
主
体
は
、
第
ニ
セ
ク
タ
ー

で
あ
り
、
会
社
設
立
を
急
ぎ
、
来

年
度
に
は
実
施
設
計
に
入
り
、
郵

政
省
の
認
可
を
受
け
た
い
。

平
成
九
年
度
に
一
部
開
局
、
平

成
十
年
度
に
全
開
局
を
め
ざ
し
て

い
る
。

①
嶺
南
地
域
に
は
、
十
五

基
の
原
子
力
発
電
所
が
集

中
し
て
い
る
が
、
そ
の
危
険
性
は
、

日
本
原
電
敦
賀

一
号
機
や
関
電
美

浜
二
号
機
の
事
故
等
に
よ
り
、
証

明
さ
れ
て
い
る
。

小
浜
市
議
会
を
含
め
多
く
の
町

村
議
会
が
、
敦
賀
三
、
四
号
機
の

増
設
に
つ
い
て
、
増
設
反
対
決
議

や
慎
重
な
検
討
を
求
め
て
い
る
中
、

市
長
の
見
解
は
ど
う
か
。

②
原
発
の
周
辺
地
域
に
は
、
「防
災

対
策
」
の
策
定
が
義
務
付
け
ら
れ
、

本
市
で
も

「小
浜
市
地
域
防
災
計

画
」
が
策
定
さ
れ
て
い
る
が
、
原

発
事
故
や
災
害
は
、
い
つ
起
こ
る

か
予
想
が
つ
か
な
い
。

日
頃
か
ら
住
民

一
人

一
人
が
防

災
意
識
を
高
め
る
と
と
も
に
、
必

要
な
対
策
の
具
体
化
を
急
ぐ
こ
と

が
重
要
で
あ
る
。

「防
災
計
画
」
の
周
知
方
法
及

び
原
発
防
災
の
具
体
化
に
つ
い
て

伺
い
た
い
。

①
原
発
準
立
地
市
町
村
連

絡
協
議
会
で
は
、
十
二
月

十
五
日
に
県
及
び
県
議
会
に
対
し
、

地
域
住
民
の
意
思
を
尊
重
し
対
処

さ
れ
る
よ
う
申
入
れ
を
行
う
。

今
回
の
敦
賀
三
、
四
号
機
の
増

設
に
つ
い
て
は
、
県
議
会
で
慎
重

な
論
議
が
な
さ
れ
て
お
り
、
そ
の

論
議
の
過
程
を
注
視
し
た
い
。

②
原
子
力
防
災
計
画
に
つ
い
て
は
、

昭
和
五
十
五
年
に
策
定
し
、
以
後

二
回
に
わ
た
り
修
正
と
追
加
を
行

っ
た
。

原
子
力
防
災
計
画
を
含
む
地
域

防
災
計
画
の
周
知
に
つ
い
て
は
、

内
容
修
正
の
つ
ど
、
市
政
広
報
を

通
じ
て
知
ら
せ
て
お
り
、
今
後
と

も
あ
ら
ゆ
る
機
会
を
と
ら
え
て
、

市
民

へ
防
災
情
報
を
提
供
し
、
啓

発
活
動
の
充
実
に
努
め
た
い
。

原
子
力
災
害
の
対
策
に
つ
い
て
、

有
事
の
際
に
は
、
国
、
県
、
市
の

守
備
範
囲
を
明
確
に
し
た
対
応
と

な
り
、
市
で
は
、
市
民
の
退
避
措

置
、
立
入
り
制
限
、
汚
染
飲
食
物

等
の
摂
取
制
限
及
び
そ
の
広
報
、

緊
急
輸
送
及
び
必
需
物
資
の
調
達
。

供
給
な
ど
市
民
生
活
に
直
接
か
か

わ
る
分
野
を
担
当
す
る
。

ま
た
、
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
事
業
に
取
り

組
ん
で
い
る
が
、
開
局
す
れ
ば
、

原
子
力
災
害
に
限
ら
ず
、
あ
ら
ゆ

る
災
害
の
情
報
や
避
難
施
設
の
周

知
等
が
可
能
と
な
り
、
緊
急
時
の

情
報
伝
達
シ
ス
テ
ム
の
充
実

・
強

化
が
図
ら
れ
る
。

平
成
二
年
度
に
、
市
で
は
、

南
川
河
口
付
近
の
水
辺
空

間
の
利
用
開
発
を
め
ざ
す
と
し
て
、

ウ
ォ
ー
タ
ー
フ
ロ
ン
ト
リ
サ
ー
チ

事
業
に
着
手
し
た
。

当
時
、
小
浜
小
学
校
の
改
築
問

題
に
伴
う
校
地
確
保
の
課
題
に
対

応
す
る
た
め
、
こ
の
事
業
が
浮
上

し
て
き
た
と
記
憶
し
て
い
る
が
、

こ
の
ほ
か
、
南
川
河
日
付
近
の
在

り
方
を
は
じ
め
、
漁
港
や
船
溜
り

に
関
す
る
問
題
な
ど
も
あ

っ
た
。

こ
の
ウ
ォ
ー
タ
ー
フ
ロ
ン
ト
リ

サ
ー
チ
事
業
に
続
く
取
り
組
み
が

ど
う
な
っ
て
い
く
の
か
伺
い
た
い
。

Ａ
Ａ
十
〕
博
痢
茅
細
序
”
ウ
掛
日
ヽ

平
成
二
年
度
に
海
の
開
発
指
針
を

提
案
す
る
と
と
も
に
、
課
題
と
な

っ
て
い
る
漁
港
機
能
の
改
善
、
駐

車
場
用
地
の
整
備
、
旧
船
沼
り
の

有
効
利
用
、
学
校
教
育
施
設
用
地

の
確
保
を
目
的
に
取
り
ま
と
め
た
。

こ
の
事
業
推
進
に
あ
た
っ
て
は
、

国
、
県
と
の
調
整
が
必
要
で
あ
り
、

こ
の
事
業
構
想
を
指
針
に
長
期
的

な
視
野
の
中
で
進
め
て
い
き
た
い
。

な
お
、
小
浜
小
学
校
移
築
に
関

し
て
、
埋
立
て
に
よ
り
必
要
な
校

地
面
積
は
確
保
で
き
る
が
、
現
在

の
と
こ
ろ
、
具
体
的
な
建
設
候
補

地
に
つ
い
て
は
検
討
中
で
あ
る
。

①
農
業
を
続
け
て
い
く
た

め
に
は
、
生
産
費
の
低
ヨ

ス
ト
化
が
必
要
で
あ
る
。

本
市
が
め
ざ
す
米
生
産
費
の
低

コ
ス
ト
化
に
つ
い
て
、
具
体
策
を

伺
い
た
い
。

②
本
市
で
は
、
四
品
目
を
特
産
作

物
に
指
定
し
、
そ
の
育
成
と
拡
大

を
指
導
し
て
き
た
が
、
今
年
の
米

不
作
で
、
水
国
の
減
反
が
緩
和
さ

れ
、
特
産
作
物
の
栽
培
面
積
の
大

幅
な
減
少
が
予
想
さ
れ
る
。

今
後
、
特
産
作
物
に
つ
い
て
、

ど
う
指
導
し
て
い
く
の
か
。

③
今
年
は
米
不
足
に
よ
り
、
他
用

途
利
用
米
が
政
府
米
と
し
て
買
い

上
げ
ら
れ
た
が
、
こ
れ
で
は
減
反

に
よ
り
、
麦
を
生
産
し
た
者
が
バ

カ
を
み
た
こ
と
に
な
る
。

ど
の
よ
う
に
対
処
す
る
の
か
。

④
農
家
の
収
入
は
、
米
の
不
作
に

よ
り
大
幅
に
落
ち
込
む
こ
と
が
確

実
で
あ
る
。

所
得
税
の
申
告
期
に
あ
た
ヶ
、

そ
の
対
応
と
方
向
性
に
つ
い
て
、

示
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

Ａ
Ａ

側
は
輔
沌
擁
ゆ
郵
盤 ョ
験
肺

が
肝
要
で
あ
り
、
来
年
度
か
ら
は
、

一
ヘ
ク
タ
ー
ル
規
模
の
低
コ
ス
ト

化
水
日
農
業
大
区
画
圃
場
整
備
事

業
を
実
施
す
る
。

ま
た
、
効
率
的
な
集
落
農
業
を

展
開
し
、
優
れ
た
担
い
手
農
家
の

育
成
す
る
と
と
も
に
、
大
規
模
稲

作
経
営
農
家
の
育
成
、
農
業
生
産
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組
織
等
の
育
成
を
推
進
し
、
生
産

性
の
向
上
に
努
め
た
い
。

②
本
市
で
は
、
特
産
作
物
が
転
作

の

一
環
と
し
て
行
わ
れ
て
い
る
が
、

米
以
上
の
収
益
を
得
る
も
の
で
あ

り
、
農
業
所
得
向
上
の
た
め
に
は
、

面
積
の
拡
大
を
図

っ
て
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
る
。

県
事
業
で
も
、
水
回
園
芸
育
成

事
業
が
創
設
さ
れ
、
積
極
的
に
取

り
組
ん
で
い
る
。

③
大
麦
等
の
集
団
転
作
を
行

っ
て

い
る
集
落
に
は
、
農
作
業
の
効
率

化
、
生
産
性
の
向
上
を
推
進
す
る

た
め
助
成
措
置
を
講
じ
て
い
る
。

今
回
の
他
用
途
利
用
米
の
政
府

米

へ
の
転
換
は
、
大
不
作
に
よ
る

も
の
で
あ
り
、
現
在
ま
で
の
集
団

転
作
の
経
過
と
補
助
制
度
か
ら
、

特
別
な
補
填
等
は
困
難
で
あ
る
。

④
農
業
所
得
税
額
は
、
課
税
を
適

正
円
滑
に
実
施
す
る
た
め
、
農
業

所
得
標
準
を
作
成
し
て
い
る
。

農
業
所
得
の
算
定
方
法
に
つ
い

て
は
、
原
則
と
し
て
実
額
の
収
支

計
算
に
基
づ
く
べ
き
で
あ
り
、
農

業
所
得
標
準
よ
り
収
入
が
少
な
い

農
業
所
得
者
に
あ

っ
て
は
、
実
額

に
よ
り
申
告
を
行
え
ば
有
利
に
な

る
場
合
も
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

本
市
の

「
ふ
る
さ
と
創
生

計
画
」
に
つ
い
て
は
、
ふ

る
さ
と
創
生
事
業
の

一
億
円
を
含

ん
だ
総
額
約
十

一
億
円
の
事
業
で

あ
る
が
、
今
後
の
具
体
的
計
画
に

つ
い
て
伺
い
た
い
。

ま
た
、
そ
の
目
玉
事
業
と
し
て
、

花
時
計
か
ら
噴
水
時
計
に
計
画
変

更
し
た
と
聞
い
て
い
る
が
、
そ
の

建
設
年
度
は
い
つ
に
な
る
の
か
。

Ａ
Ａ

胴
銅
勝
＝
荘
神
報
丸
帥
鋭

事
業
の
趣
旨
を
踏
ま
え
、
本
市
で

も
、
十
三
事
業
、
総
額
十

一
億
六

千
万
円
の
「
ふ
る
さ
と
創
生
計
画
」

を
策
定
し
た
。

本
年
度
実
施
の
八
百
姫
通
り
の

整
備
、
海
岸
通
り
の
イ
メ
ー
ジ
ア

ッ
プ
及
び
来
年
度
ス
タ
ー
ト
の
若

狭
の
語
り
部
が
完
了
す
る
と
、
そ

の
大
半
の
事
業
が
終
了
す
る
。

小
浜
公
園
周
辺
等
の
修
景
の
整

備
、
三
丁
町
通
り
の
歴
史

ロ
ー
ド

の
整
備
は
、
地
域
住
民
と
十
分
協

議
を
行
い
、
国
、
県
の
制
度
事
業

を
受
け
な
が
ら
、
事
業
化
に
向
け

て
努
力
し
て
い
き
た
い
。

な
お
、
噴
水
時
計
に
つ
い
て
は
、

周
辺
環
境
を
考
慮
し
、
県
の
海
岸

環
境
整
備
事
業
が
平
成
七
年
度
に

完
了
予
定
で
あ
り
、
平
成
八
年
度

に
着
工
で
き
る
と
考
え
て
い
る
。

平
成
五
年
度
の
区
長
要
望

件
数
は
、
六
百
件
以
上
に

も
及
ん
で
い
る
。

八
月
に
各
地
区

へ
、
区
長
要
望

事
項
に
つ
い
て
、
担
当
課
別
処
理

予
定
等
明
記
さ
れ
た
も
の
が
返
さ

れ
た
が
、
そ
の
後
の
処
理
状
況
及

び
国

・
県

へ
の
要
望
を
ど
の
よ
う

に
行

っ
て
い
る
の
か
伺

い
た
い
。

ＡＡ
べ本伴雛的淫様頼理的配

件
と
な

っ
て
い
る
。

要
望
に
つ
い
て
は
、
市
単
独
事

業
で
対
応
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

も
の
が
多
く
、
財
政
的
な
制
約
も

あ
り
、
全
て
を
単
年
度
で
解
決
す

る
こ
と
は
困
難
な
状
況
で
あ
る
。

こ
の
た
め
、
公
共
性
の
高
い
も

の
、
緊
急
度
の
高
い
も
の
、
投
資

効
果
の
高
い
も
の
、
地
元
の
受
入

れ
体
制
が
整

っ
て
い
る
も
の
な
ど
、

総
合
的
に
勘
案
し
、
市
の
計
画
と

の
整
合
性
を
図
り
な
が
ら
、
順
次

事
業
に
着
手
し
て
い
る
。

国

・
県

へ
の
要
望
に
つ
い
て
は
、

各
担
当
課
か
ら
関
係
機
関
に
要
望

す
る
と
と
も
に
、
本
市
全
般
に
か

か
わ
る
重
要
な
事
業
に
つ
い
て
は
、

直
接
出
向
い
て
お
願
い
し
て
い
る
。

①
小
浜
市
ご
み
問
題
対
策

推
進
協
議
会
に
お
い
て
、

ご
み
の
分
別

・
資
源
化
、
ご
み
集

積
所
の
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
化
等
の
検

討
が
な
さ
れ
た
中
で
、
生
ご
み
の

減
量
化

・
再
資
源
化
を
目
的
と
し

て
、
コ
ン
ポ
ス
ト
補
助
制
度
が
導

入
さ
れ
た
。

今
年
度
に
お
け
る
コ
ン
ポ
ス
ト

の
利
用
状
況
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

②
保
育
園
保
護
者
会
や
小
学
校
Ｐ

Ｔ
Ａ
な
ど
の
資
源
ご
み
回
収
推
進

団
体
に
対
し
て
、
報
奨
金
制
度
を

導
入
す
る
考
え
は
な
い
の
か
。

③
不
燃
物
指
定
袋
に
つ
い
て
、
ア

ル
ミ
缶
や
ス
チ
ー
ル
缶
は
、
袋

一

杯
に
な
る
ま
で
に
は
、
何
か
月
も

置
い
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

小
さ
な
サ
イ
ズ
の
袋
を
導
入
す

る
考
え
は
な
い
の
か
。

Ａ
Ａ

鉢
師
牽
舶
い
待
静
鞭
融
御
、

助
制
度
を
設
け
、
生
ご
み
の
減
量

化
対
策
を
実
施
し
て
い
る
ｃ

補
助
内
容
は
、
処
理
容
器
購
入

の
１
／
３
以
内
ま
た
は
三
千
円
を

限
度
と
し
て
お
り
、
現
在
ま
で
に

四
百
五
十
五
基
に
対
し
て
補
助
を

し
て
い
る
。

②
近
年
、
再
資
源
化
市
場
の
低
迷

に
よ
り
、
新
聞
等
の
資
源
が
ご
み

と
し
て
出
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
る
。

こ
の
た
め
、
資
源
ご
み
回
収
推

進
団
体

へ
の
補
助
に
つ
い
て
は
、

業
者
育
成
も
含
め
検
討
し
て
い
る
。

③
不
燃
物
ご
み
の
分
別
や
資
源
化

を
促
進
す
る
た
め
、
市
内
の
全
集

落
で
説
明
会
を
開
催
し
た
。

こ
の
中
で
、
缶
類
の
指
定
袋
が

大
き
す
ぎ
る
の
で
は
な
い
か
と
の

質
問
が
多
く
あ
り
、
現
在
、
指
定

袋
の
サ
イ
ズ
や
価
格
な
ど
の
見
直

し
を
具
体
的
に
検
討
し
て
い
る
。

Ｅ
Ｍ
菌
（有
効
微
生
物
群
）

に
つ
い
て
、
先
進
地
を
視

察
を
し
た
が
、
生
ご
み
の
減
量
化

や
豚
舎
の
悪
臭
防
止
、
糞
尿
の
堆

肥
化
、
ま
た
、
合
併
浄
化
槽
に
お

け
る
水
の
リ
サ
イ
ク
ル
な
ど
、
各

市
と
も
相
当
実
績
を
残
し
て
い
る
。

本
市
で
も
、
環
境
浄
化
の
た
め
、

長
期
的
展
望
に
立
っ
て
Ｅ
Ｍ
菌
の

利
用
を
検
討
で
き
な
い
か
。

Ｅ
Ｍ
菌
の
活
用
に
つ
い
て

は
、
沖
縄
県
や
岐
阜
県
可

児
市
な
ど
で
、
ご
み
の
減
量
や
水

質
浄
化
等
に
効
果
を
発
揮
し
て
い

る
と
聞
い
て
い
る
。

本
市
で
も
、
「す
こ
や
か
生
活
フ

ェ
ア
」
で

「ボ
カ
シ
あ
え
」
が
無

料
配
布
さ
れ
、
ま
た
、
月
に
百
キ

ロ
グ
ラ
ム
の

「ボ
カ
シ
あ
え
」
が

市
販
さ
れ
、
利
用
者
も
増
加
し
て

い
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・

た
だ
、
水
質
浄
化
に
お
い
て
は
、

県
内
の
下
水
道
浄
化
セ
ン
タ
ー
で

Ｅ
Ｍ
菌
の
テ
ス
ト
が
実
施
さ
れ
た

が
、
そ
の
結
果
は
、
予
想
さ
れ
た

ほ
ど
で
は
な
く
、
不
採
用
に
な
っ

た
例
も
あ
り
、
現
時
点
で
は
、
今

後
の
検
討
課
題
と
し
た
い
。



【6】一一 市議会だより

◆
総
務
常
任
委
員
会

１０
月
２６
～
２８
日

（日
田
市
、
川
内
市
）

火
力
発
電
所
、
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ

地
域
個
性
形
成
事
業

◆
建
設
常
任
委
員
会

１０
月
２６
～
２８
日

（直
方
市
、
松
浦
市
）

火
力
発
電
所
、リ
バ
ー
サ
イ
ド
パ
ー
ク
事
業

◆
産
業
経
済
常
任
委
員
会

７
月
２６
～
２８
日

（恵
庭
市
、
稚
内
市
）

地
場
産
業
、
マ
リ
ン
タ
ウ
ン
計
画

ハ
イ
コ
ン
プ
レ
ッ
ク
ス
シ
テ
イ
構
想

◆
教
育
民
生
常
任
委
員
会

１０
月
２６
～
２８
日

（具
志
川
市
）

環
境
浄
化
、
Ｅ
Ｍ
菌
の
活
用

４
月

２‐

日

５
月

１２

日

５
月

２０

日

５
月

２５
日

５
月

２６
日

７

月

１

日

７

月

６

日

７
月

２９

日

８
月

３０

日

１０
月

１２

日

‐２
月

２

日

愛
媛
県
伊
予
三
島
市
議
会
　
１７
人

京
都
府
宮
津
市
議
会
　
７
人

福
井
県
高
浜
町
議
会
　
８
人

群
馬
県
富
岡
市
議
会
　
８
人

宮
城
県
名
取
市
議
会
　
８
人

兵
庫
県
上
郡
町
議
会
　
１２
人

兵
庫
県
山
南
町
議
会
　
１４
人

愛
媛
県
大
洲
市
議
会
　
７
人

岐
阜
県
穂
積
町
議
会
　
２０
人

千
葉
県
館
山
市
議
会
　
９
人

兵
庫
県
稲
美
町
議
会
　
８
人

教
育
委
員
会
委
員

湯
浅

雪

手
氏

（再
　
任
）

景
気
対
策
・減
税
、
雇
用
対
策
、

年
金
問
題
に
関
す
る
意
見
書

わ
が
国
の
経
済
情
勢
は
き
わ
め

て
厳
し
く
、
国
民
の
暮
ら
し
は
長

引
く
不
況
の
た
め
に
危
機
に
陥
っ

て
い
る
。

こ
の
厳
し
い
状
況
を
打
破
す
る

に
は
、
景
気
の
回
復
が
待
た
れ
る

と
こ
ろ
で
あ
り
、
個
人
消
費
の
喚

起
に
よ
る
景
気
対
策
が
急
務
と
な

っ
て
い
る
。

ま
た
、
年
金
問
題
に
つ
い
て
は
、

年
金
審
議
会
が
十
月
十
二
日
審
議

結
果
を
答
申
し
た
が
、
年
金
支
給

開
始
年
齢
に
つ
い
て
は
、
両
論
併

記
と
な
り
結
論
が
先
送
り
と
な
っ

て
い
る
。

よ
っ
て
、
政
府
に
お
か
れ
て
は
、

次
の
事
項
に
つ
い
て
早
急
に
実
施

さ
れ
る
よ
う
強
く
要
望
す
る
。

一　
個
人
消
費
の
喚
起
に
よ
る
景

気
対
策
と
し
て
所
得
税
減
税
を

実
施
す
る
こ
と
。

二
　
一曜
用
調
整
助
成
金
の
拡
充
と

そ
の
弾
力
的
運
用
を
図
り
、
一庭

用
対
策
の
徹
底
を
図
る
こ
と
。

〓
一　
年
金
の
支
給
開
始
年
齢
は
、

六
十
歳
を
堅
持
し
、
定
年
年
齢

と
連
結
す
る
こ
と
。

四
　
公
務
員
労
働
者
の
賃
金
引
上

げ
に
つ
い
て
、
早
期
支
払
い
に

向
け
て
取
り
組
む
こ
と
。

地
方
の
治
水
事
業
整
備

に

関
す
る
意
見
書

治
水
事
業
は
、
風
水
害
、
土
砂

災
害
な
ど
か
ら
市
民
の
生
命

，
財

産
を
守
り
、
豊
か
さ
と
ゆ
と
り
を

実
感
で
き
る
地
域
社
会
を
実
現
す

る
た
め
、
生
活
基
盤
整
備
の
中
で

も
、
優
先
的
に
実
施
す
べ
き
根
幹

的
事
業
で
あ
り
、
繁
急
か
つ
計
画

的
に
整
備
を
図
る
必
要
が
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
河
川

・
砂
防

施
設
の
整
備
状
況
は
、
未
だ
万
全

な
も
の
と
は
い
え
ず
、
台
風
や
集

中
豪
雨
等
に
よ
り
、
市
内
各
地
で

被
害
が
発
生
し
て
お
り
、
そ
の
対

策
が
急
が
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

をつ
。ま

た
、
河
川
の
み
な
ら
ず
海
岸

に
お
い
て
も
、
未
だ
整
備
が
不
十

分
な
個
所
が
数
多
く
、
自
然
を
守

り
な
が
ら
豊
か
な
地
域
づ
く
り
を

積
極
的
に
推
進
す
る
必
要
が
あ
る
。

よ
っ
て
、
政
府
に
お
か
れ
て
は
、

平
成
六
年
度
予
算
の
編
成
に
あ
た

っ
て
、
次
の
事
項
に
つ
い
て
、
特

段
の
配
慮
を
さ
れ
る
よ
う
強
く
要

望
す
る
。

記

一　
第
二
次
急
傾
斜
地
崩
壊
対
策

事
業
五
箇
年
計
画
の
推
進
と
予

算
の
大
幅
な
確
保
を
図
る
こ
と
。

一
一　
治
水
事
業
予
算
の
大
幅
な
確

保
と
地
方
へ
の
重
点
配
分
を
行

う

こ

と

。

〓
一　
砂
防
事
業
予
算
の
大
幅
な
確

保
を
図
る
こ
と
。

四
　
河
川
総
合
開
発
予
算
の
大
幅

な
確
保
を
図
る
こ
と
。

五
　
第
五
次
海
岸
事
業
五
箇
年
計

画
の
推
進
と
予
算
の
大
幅
な
確

保
を
図
る
こ
と
。

一ハ
　
事
業
の
推
進
に
あ
た
っ
て
は
、

で
き
る
限
り
自
然
保
護
に
努
め

之
つ
こ

レ
ｃ
。

二
〇
〇
海
里
体
制
の

早
期
確
立
に
関
す
る
意
見
書

今
や
国
際
的
に
は
二
〇
〇
海
里

体
制
が
定
着
し
、
公
海
上
に
お
い

て
も
規
制
が

一
段
と
強
化
さ
れ
、

漁
業
の
継
続
的
発
展
に
と
っ
て
、

資
源
管
理
の
実
効
が
基
本
的
命
題

と
な
っ
て
き
て
お
り
、
わ
が
国
は

官
民

一
体
と
な
り

「
つ
く
り
育
て

る
漁
業
」
や
「資
源
管
理
型
漁
業
」

を
推
進
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
情
勢
の
中
、
わ
が

国
周
辺
で
の
永
年
に
わ
た
る
韓
国

漁
船
の
違
反
操
業
及
び
中
国
漁
船

の
無
秩
序
操
業
等
に
よ
り
、
資
源
、

漁
場
は
荒
廃
の
危
機
に
さ
ら
さ
れ
、

漁
業
経
営
は
著
し
く
悪
化
し
て
お

り
、
漁
業
政
策
の
遂
行
、
漁
村
の

活
性
化
等
の
上
で
憂
慮
す
べ
き
状

況
に
あ
り
、
こ
の
こ
と
は
本
市
漁

業
に
も
多
大
の
被
害
と
混
乱
を
与

え
て
い
る
。

よ
っ
て
、
政
府
に
お
か
れ
て
は
、

次
の
事
項
に
つ
い
て
早
急
に
実
現

さ
れ
る
よ
う
強
く
要
望
す
る
。

一　
抜
本
的
解
決
を
図
る
た
め
、

可
及
的
速
や
か
に
二
〇
〇
海
里

制
度
を
全
面
適
用
す
る
こ
と
。

一
一　
二
〇
〇
海
里
制
度
適
用
の
早

期
実
現
が
、
困
難
な
場
合
の
過

渡
的
措
置
と
し
て
、
平
成
六
年

度
末
の
日
韓
自
主
規
制
措
置
の

期
限
を
機
に
、
日
韓
間
に
お
い

て
、
水
産
資
源
の
保
護

・
管
理

の
実
効
が
期
待
で
き
る

「資
源

管
理
水
域

（仮
称
ｙ
制
度
を
実

現
す
る
こ
と
。

〓
一　
日
中
間
に
お
い
て
も

「資
源

管
理
水
域

（仮
称
ご
制
度
の
導

入
を
含
め
、
中
国
漁
船
の
操
業

ル
ー
ル
の
確
立
を
す
る
こ
と
。

コ
メ
の
国
内
自
給
、
食
料
の

安
全

。
安
定
供
給
確
立
に

関
す
る
意
見
善

今
年
は
冷
夏
、
長
雨
と
台
風
等

に
よ
る
農
作
物
の
被
害
は
大
き
く
、

戦
後
最
悪
の
凶
作
と
な
り
、
政
府

は
冷
害
対
策
と
コ
メ
の
緊
急
輪
入

を
決
定
し
た
。

さ
ら
に
、
国
会
に
お
い
て
コ
メ

の
自
給
方
針
を
、
再
三
、
決
議
確

認
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
コ
メ

市
場
の
部
分
開
放
案
を
受
け
入
れ

る
決
定
を
さ
れ
た
こ
と
は
、
誠
に

不
本
意
で
あ
り
遺
憾
に
耐
え
な
い
。

日
本
農
業
の
根
幹
で
あ
る
コ
メ

が
市
場
開
放
さ
れ
れ
ば
、
生
産
者

の
み
な
ら
ず
消
費
者
を
含
め
、
国

民
全
体
に
与
え
る
影
響
は
多
大
で

あ
る
。

福
井
県
に
お
け
る
農
業
粗
生
産

額
は
六
十
九
％
以
上
が
コ
メ
で
あ

り
、
市
場
開
放
に
よ
る
稲
作
の
放

棄
が
水
回
の
荒
廃
に
拍
車
を
か
け
、

農
業
が
果
た
し
て
き
た
多
面
的
な

機
能
を
失
う
こ
と
と
な
る
。

ま
た
、
主
食
で
あ
る
コ
メ
を
海

外
に
依
存
す
る
な
ら
ば
、
世
界
的

な
人
口
増
加
に
よ
る
食
料
不
足
が

憂
慮
さ
れ
る
中
で
、
量

・
価
格
の

不
安
定
さ
に
加
え
、
残
留
農
薬
な

ど
の
安
全
性
の
上
か
ら
も
大
き
な

問
題
を
抱
え
て
い
る
。

よ
っ
て
、
政
府
に
お
か
れ
て
は
、

食
糧
管
理
制
度
の
機
能
化
を
図
り
、

備
蓄
制
度
の
確
立
、
価
格
政
策

・

減
反
政
策
を
見
直
す
と
と
も
に
、

コ
メ
の
輸
入
に
際
し
て
は
安
全
性

の
確
保
に
万
全
を
期
す
な
ど
、
コ

メ
の
国
内
自
給
率
の
向
上
、
食
料

の
安
全

。
安
定
供
給
確
立
に
つ
い

て
早
急
に
実
現
さ
れ
る
よ
う
強
く

要
望
す
る
。


